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「はじまりは御手の中に」

（マルコ1:1～8）

挽地茂男
2019.11.24 日本基督教団千歳丘教会礼拝

モスクワにあるトレチャコフ美術

館の所蔵している絵画の中に、ヴァ

スネツォフという人の描いた「神

言と神の子」という有名な絵がご

ざいます。そこには十字架と巻物

を手にした神の子のまわりに翼〔羽〕

を持った（有翼の）四種類の生き物

が描かれています。人間と、獅子（ラ

イオン）と牛と鷲が描かれています。

鷲以外もみな翼を持っています。こ

れらの四種類の生き物は、エゼキエ

ル書１章５－１４節に出てくる、四

つの顔と四つの翼をもつ四つの生き

物に由来しています。エゼキエル書

１章１０－１１節にはこう書かれて

います。「1:10 その顔は人間の顔

のようであり、四つとも右に獅子

の顔、左に牛の顔、そして四つと

も後ろには鷲の顔を持っていた。

1:11 顔はそのようになっていた。

翼は上に向かって広げられ、二つ

は互いに触れ合い、ほかの二つは

体を覆っていた。」

後に、キリスト教の教父〔主イ

エスの弟子である十二使徒の後を

継いだ教会の指導者たち〕の時代

に教父エイレナイオス（〔ギ〕

VEirhnai,oj, 130年頃-202年）はエゼ

キエル書１章にあらわれる四つ顔

（人の顔、獅子の

顔、鷲の顔、牡牛

の顔）を四福音書

の予型であると解

釈します。ここか

ら四つの福音書の

福音記者のシンボ

ルが生まれてきます。その解釈で

は、① 人はマタイによる福音書

のシンボルとされます。それは

「人」は人間としてのキリストの

誕生を示しているからとも、さら

に後のラテン語訳ウルガタ聖書の

翻訳者である教父ヒエロニムスの

解釈では、祖先たちの連綿とした

系図、人間たちの系図を経て、キ
つ な が り

リストが誕生したからとも語られ

ます。次に②獅子（ライオン）は

マルコによる福音書のシンボルと

聖エイレナイオス

ヴァスネツォフ「神言と神の子」（トレチャコフ美術館蔵）
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されます。「獅子」は復活におけ

るキリストを象徴していると解釈

されたり、後の教父ヒエロニムス

によれば洗礼者ヨハネが荒野でほ

える獅子のように、マルコの冒頭

で悔い改めの洗礼を受けるように

ほえているから、とも説明されま

す。③牛はルカのシンボルです。

「牛」は犠牲動物の代表的なもの

であり、ルカでは、キリストの十

字架上の死が犠牲として強調され

ているとも、後には祭司ゼカリア

の物語など宗教祭儀に関する記述

がルカには多いからとも説明され

ます。最後に④鷲はヨハネのシン

ボルです。「鷲」は昇天していく

キリストを象徴しているとも言わ

れますし、後にはヨハネの特徴で

ある万物を越える神の言、ロゴス

（言）指し示しているとされます。

マルコのシンボルは獅子（ライ

オン）と申し上げましたが、イタ

サン・マルコ寺院

リアのベネチア〔ベネツィア／ヴ

ェニス、ベニス〕のサン・マルコ

寺院の入口のアーチの上には、マ

ルコを象徴する聖書を持つ金色の

有翼の〔翼を持つ〕獅子のレリー
ラ イ オ ン

フが飾られています。中世のヴェ

ネツィア共和国〔7世紀末期(697

年）から1797年〕の国旗にもこの

金色の獅子が描かれています。マ

ルコがヴェネツィアという都市
ま ち

(国家)の守護聖人なのです。

マルコによる福音書１章１節の

「1:1 神の子イエス・キリストの

福音の初め」という言葉は、この

福音書全体の表題です。この表題

のすぐあとに、洗礼者ヨハネ到来

の預言が置かれます。２－３節。

「1:2 預言者イザヤの書にこう書

いてある。「見よ、わたしはあな

たより先に使者を遣わし、／あな

たの道を準備させよう。1:3 荒れ

野で叫ぶ者の声がする。『主の道

を整え、／その道筋をまっすぐに

せよ』」そのとおり」。ヨハネの登

場を告げるイザヤの預言です。そ
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して４節から、さきほど「荒野で

ほえる獅子」にたとえられ、先週

学んだ祭司ザカリアの子ヨハネが

登場します。父ザカリアに与えら

れた天使ガブリエルの言葉を思い

出してみましょう。ルカ１章１４

－１７節。｢1:14その子はあなた

にとって喜びとなり､楽しみとな

る。多くの人もその誕生を喜ぶ。

1:15 彼は主の御前に偉大な人に

なり､ぶどう酒や強い酒を飲まず、

既に母の胎にいるときから聖霊に

満たされていて､1:16 イスラエル

の多くの子らをその神である主の

もとに立ち帰らせる。1:17 彼は

エリヤの霊と力で主に先立って行

き、父の心を子に向けさせ、逆ら

う者に正しい人の分別を持たせ

て、準備のできた民を主のために

用意する｣(ルカ1:14-17)｡洗礼者

ヨハネの出現は、救いの預言が成

就し始めたしるしです。今、救い

の歴史が動きだしたのです。４－

５節。「1:4洗礼者ヨハネが荒れ野

に現れて、罪の赦しを得させるた

めに悔い改めの洗礼を宣べ伝え

た。1:5 ユダヤの全地方とエルサ

レムの住民は皆、ヨハネのもとに

来て、罪を告白し、ヨルダン川で

彼から洗礼を受けた。」

洗礼者ヨハネの宣教活動の場所

は「荒野」でした（v.4）。ルカ福

音書１章８０節は、ヨハネが幼児の

時代を経て神が与えた使命に立ち上

がるまでの成長についてこう伝えて

います。「1:80 幼子は身も心も健

やかに育ち、イスラエルの人々の

前に現れるまで荒

野にいた。」この

洗礼者ヨハネとい

う預言者に「荒野

の預言者」という

名を与えてもよい

でしょう。彼は成

長して荒野に入り、

そこでの厳しい修

業時代を経て、イ

スラエルの人々の

前に登場したので

した。今日の聖書

箇所は、ヨハネのいでたちまで報

告しています。６節「1:6 ヨハネ

はらくだの毛衣を着、腰に革の帯

を締め、いなごと野蜜を食べてい

た」。洗礼者ヨハネの生活様式は、

まるで荒野の修行者のようです。

彼はらくだの毛衣を着て、腰に皮

帯を巻き、いなごと野蜜を食べて

いました。世の終わりを意識した

禁欲的な生活をしていたのです。

ボッティチェリ「洗礼者ヨハネ」
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彼は徹底して荒野に生きた人､｢荒

野に徹した人｣だったと言うことが

許されるでしょう｡

しかし「荒野」から過激な修行

だけを連想するとしたら、不十分

です。主イエスが度々祈るために

「荒野」に退き、その宣教活動の

始まりに際して、「荒野の誘惑」に

勝利して、心の奥に神が与える深

い促しに従って宣教に立っていきま

した。荒野は神に出会う場なので

す。荒野の修行の激しさは全てこ

のことに焦点を結びます。彼の言

葉の強さも（獅子としての強さも荒

々しさも）すべてここから出てくる

のです。一切の人間的な装飾を排

し､いかなる宗教的な美辞麗句も

意味をなさない荒野で､ヨハネは、

神に出会ったのです。荒野で、真

に神と自己とに直面し､そして立ち

上がった人として洗礼者ヨハネは､

人々の前に登場しました。

先週「アブラハム物語」の準備

をしていて興

味 深 い 文章

に出会いまし

た 。 森 有 正

の 「 ア ブ ラ

ハムの信仰」

と い う 説 教

です。森有正は、中渋谷教会の創

設者森明牧師の息子、つまり日本

の初代文部大臣森有礼の孫に当た

る人です。彼は、自身の哲学的な

探求のためにパリに渡り、その探

求のゆえにパリにとどまり続け

て、ついには東大の教授職をも辞

して、その探求に身を投じた人で

あります。彼にとってその探求は、

自分のアカデミックなキャリアを

確実にするための、外遊期間では

なかったのです。探求は探求であ

り、探究はデカルトやパスカルの

探求であり、真理の探究であり、

自己の探求であり、神の探求だっ

たのです。彼はこう語ります。「人

間というものは、どうしても人に

知らせることのできない心の一隅

をもっております。醜い考えがあ

りますし、また秘密の考えがあり

ます。またひそかな欲望がありま

すし、恥がありますし、どうも他

人に知らせることのできないある

心の一隅というものがあり、そう

いう場所でアブラハムは神さまに

お眼にかかっている。そこでしか
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神さまにお眼にかかる場所は人間

にはない。人間がだれ憚らずしゃ

べることのできる、観念や思想や

道徳や、そういうところで人間は

だれも神さまに会うことは出来な

い。人にも言えず親にも言えず、

先生にも言えず、自分だけで悩ん

でいる、また恥じている。そこで

しか人間は神さまに会うことはで

きない。」人間は神さまに会いた

くない場所でしか、神さまに出会

えないのです。森有正は自分とア

ブラハムを重ねて語ります。アブ

ラハムは神の言葉によって、まだ

知らぬ土地に向かって旅立ちまし

た。それはアブラハムが「神さま

に出会う」という経験から心に深

い促しを受けていたからです。「会

いたくない場所で神さまに出会」

っていたからです。森有正にとっ

てアブラハムの

信仰の神髄とは、

誰にも「知らせ

ることのできな

い心の一隅」で

神さまにお眼にかかったというこ

と。森有正にとっても信仰の神髄

とは、誰にも「知らせることので

きない心の一隅」で神さまにお眼

にかかったということ。ヨハネに

とっても信仰の神髄とは、誰にも

「知らせることのできない心の一

隅」で神さまにお眼にかかったと

いうこと、と拡大して言うことが

できるでしょう。パリは森にそれ

を可能にした場所。荒野はヨハネ

にそれを可能にした場所だったの

でしょう。

ヨハネが神とお会いする荒野

に、今や、人々がやって来ます。

荒野は、人々が神とお目にかかる

場所となっていきます。人々はヨ

ハネのメッセージに打たれて、真

摯な悔い改めを表明します。５節

には、(a) ユダヤの全地方から、

そして(b) エルサレムの全住民

が、洗礼を受けようとしてヨハネ

の許に集まったと書かれていま

す。人々の間に大きな精神的覚醒

が起こったのです。彼らの行動は、

キリスト教の歴史に時々現れるよ

うな「一大霊的覚醒運動」の様相

を呈しています。人々は続々と、

ヨハネの許に来て､罪を告白し､ヨ

ルダン川で洗礼を受けたのです。

しかし荒野は、当時、頻繁にロ

ーマや支配者層に対する反乱決起

の場所となっていた所でもありま

す。荒野に人が集まる。それは支

配者層にとって、反乱の予感を掻
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き立てるのです。洗礼者ヨハネが

活動した時代状況を、ルカはこの

ように報告しています（ルカ3:1-

2）。「3:1皇帝ティベリウスの治世

の第十五年、ポンティオ・ピラト

がユダヤの総督、ヘロデがガリラ

ヤの領主、その兄弟フィリポがイ

トラヤとトラコン地方の領主、リ

サニアがアビレネの領主、3:2 ア

ンナスとカイアファとが大祭司で

あったとき、神の言葉が荒れ野で

ザカリアの子ヨハネに降った。」

これは単なる歴史の報告ではあり

ません。それは政治的に宗教的に

ヨハネの身の危険になる要素が山

積していたことを知らせているの

です。ヨハネの許に群衆が続々と

押し寄せる。そのさまに、当時の

支配者たちは、内心穏やかではな

かったでしょう。〔歴史家のヨセ

フスは、民衆に対するヨハネの人

気を危険

視して、

領主ヘロ

デ・アン

ティパス

は彼を捕

縛し斬首したと伝えています。『ユ

ダ ヤ 古 代 誌 』 X V I I I . 5 . 2
（18:116-119）〕。しかしヨハネの

洗礼者ヨハネとヘロデ・アンティパス

メッセージは、「ローマ帝国を打

倒せよ」「大祭司から神殿を解放

せよ」ではありませんでした。彼

は、神に立ち返ること、悔い改め

のバプテスマ〔洗礼〕を受けて罪

の赦しに与ることを第一のことと

して説いたのです。その同じヨハ

ネの口が、主イエスの到来を預言

します。「1:7 …『わたしよりも

優れた方が、後から来られる。わ

たしは、かがんでその方の履物の

ひもを解く値打ちもない。1:8 わ

たしは水であなたたちに洗礼を授

けたが、その方は聖霊で洗礼をお

授けになる』。」(v.7-8)。「履物の

ひもを解く」のは当時典型的な奴

隷の仕事でしたから、ヨハネは、

自分はその方に対して奴隷以下の

存在だと言っているのです。そし

てまた彼はその方との違いを「わ

たしは水であなたたちに洗礼を授

けたが、その方は聖霊で洗礼をお

授けになる」（v.8）と語って、聖

霊が人々に与えられる時代の到来

を預言します。ペンテコステ（聖

霊降臨）の先取りです。旧約聖書

のエゼキエルはこの新しい時代を

さらに先取りしてこう預言しまし

た。「わたしは新しい心をあなた

がたに与え、新しい霊をあなたが
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たの内に授け

る」（エゼ36:2

6a,口語訳）。

パウロはロマ

書の８章１５

節で聖霊を「父

を呼ぶ霊」と説明します。「8:15

あなたがたは、人を奴隷として再

び恐れに陥れる霊ではなく、神の

子とする霊を受けたのです。この

霊によってわたしたちは、〔神を〕

「アッバ、父よ」と呼ぶのです。」

洗礼者ヨハネの授けた水のバプテ

スマは、新しい時代が到来する先

触れです。今や、人が神を「アッ

バ、父よ」と呼ぶ時代が来たので

す。ヨハネは、救い主キリストを

指差し続けます。

西欧の名画は，キリストと並んで

洗礼者ヨハネを描きます。洗礼者ヨ

ハネを描いた名画の中でも「指」

に特徴が現れている作品が二つあ

ります。その二つの作品は同時代

に描かれています。〔以前（2017年

７月）に「洗礼者ヨハネの最期」に

ついて説教した時にも紹介しました

が〕有名な「ヨハネの指」の一つは、

イタリア・ルネサンスを代表する

画家レオナルド・ダ・ヴィンチの描

いた「洗 礼 者 聖 ヨ ハ ネ 」〔 San
Giovanni Battista, 1513-1516年 ,
69×57cm | 油彩・板 | ルーヴル

美術館（パリ）〕の指です。この

作品は、ダ･ヴィ

ンチが死ぬまで筆

を入れ続けた作品

と 言 わ れ て い ま

す。ダ･ヴィンチ

の描くヨハネは左

手 で 十 字 架 を 抱

き、右手の人差し

指で天を差してい

ます。絵画の解説者によると、ヨ

ハネが民衆たちに悔い改めを説い

ている場面で、その指は天を指し

ており、天におられる父なる神、

また天からのキリストの到来を予

告している、と説明されます。

もう一つの指は、フランス〔か

つてはドイツ〕のアルザス地方の

コルマールという町にあるウンタ

ーリンデン美術館に所蔵されてい

る「イーゼンハイムの祭壇画」

〔Isenheimer Alter, 1512-1515年
頃 269×143cm | Oil on panel |
Musee d'Unterlinden, Colmar〕
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に描かれた「キリストの磔刑図」

（十字架のキリストの姿を描いた

図）に見られる洗礼者ヨハネの指

です。その指は主イエスの十字架

を指さしています。十字架上で激

しい苦しみに悶えるキリストにこ

そ救いがある、と言わんばかりに、

異様に長い人差し指が苦悶のキリ

ストを指さしています。洗礼者ヨ

ハネは、キリストを証し(備えを)

するために神から遣わされた人物

です。大胆に言ってしまえば、洗

礼者ヨハネの存在自体が「キリス

トを指さす指」なのです。作者はド

イツ・ルネサンスの巨匠グリュー

ネヴァルトです。祭壇画の中央に

は、〈キリストの磔刑図〉(十字架

の図)が配置されています。茨の

冠が頭に突き刺さり、肋骨の下を

槍で貫かれ、重ね合わされた両足

に容赦なく釘を打たれたイエスの

肉体が、暗い闇を背景に、耐えが

グリューネヴァルト「キリストの磔刑」―イーゼンハイム祭壇画（第 1面）

たい苦悩を抱えたまま十字架にか

けられています。十字架上で悶絶

するキリストの姿は、痛々しいほ

どの残虐性と人類が背負う罪深さ

と、そして同時に深い聖性を表現
き よ さ

しています。画

面の壮絶さ、暗

さ、苛酷な写実

主義と悲痛な情

感の混合は、イ

タリア・ルネサ

ンスの明るさと

は、まったく異

質なものなので

す。これはおそ

らく、多くの磔

刑図の中でも、

最 も 忘 れ が た

く、痛々しく、

そして感動をおぼえずにはいられ

ない、類稀な磔刑(十字架)表現と

して今なお人々の心を打ち続ける

作品だと言われています。

十字架の向かって左側には聖母

マリアと弟子のヨハネが立ち、そ

してマグダラのマリアがひざまづ

いています。悲しみに沈む三人の

姿は本当に痛々しく、ことに白い

衣の聖母マリアは、我が子の死に

接したショックから、すでに気を

グリューネバルト「洗礼者ヨハネ」
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失いかけている様子です。一方、

十字架の右側には洗礼者ヨハネが

立って、キリストが救世主である

ことを冷静に指し示しています。

その異様に長い人差し指が、十字

架のキリストを指しています。時

間の前後関係から言えば、キリス

トが磔にあう以前にヨハネは斬首

されているのですから、キリスト

磔刑図に彼が組み込まれているの

は珍しい組み合わせです。つまり

そこには、時間を超えた洗礼者ヨ

ハネの本来の役割、つまり「キリ

ストを指し示す者」としての役割

が描かれているのです。彼の口元

にはラテン語で「あの方は栄え、

わたしは衰えねばならない」とい

うヨハネ福音書３章３０節の言葉

が書かれています。

この作品はイーゼンハイム近郊

のアントニウス修道院のために描

かれました。アントニウス修道院

もまた、当時の修道院の常で、地

域共同体の中心であり、同時に、

一種の病院の役割をも果たしてい

た、と言われます。つまりこの絵

は、アントニウス修道院の付属施

療院に置かれていたのです。この

絵の痛烈な痛々しい表現は、病人

の心身にわたる苦痛を、キリスト

の痛みと同化させて昇華すること

を目的としていた、と解説する評

論家もいます。

しかしこの絵にはもっと重要な

メッセージが込められています。

グリューネヴァルトの時代は、ま

もなく世の終わりが来るという終

末意識が強く働いていた時代で

す。死への恐怖、救済への願望と

いう心理が全ヨーロッパを覆って

いたと言われます。この１６世紀

初頭の終末意識の背景には、１４

－１５世紀のヨーロッパを揺さぶ

った、いくつかの大惨事が指摘さ

れています。それは１４世紀のペ

ストの大流行と、１４－１５世紀

にかけての百年戦争です。「黒死

中世ヨーロッパにおけるペストの伝播。ポーランドで
は被害が発生しなかった。
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病」とも呼ばれるペストは、当時

ワクチン等の有効な治療策(薬)も

なく、これによって高熱と下痢を

発症し、最期には皮膚が黒く変色

し多くの人が命を落としていきま

した。１４世紀中頃（1347-1350
年）にかけてヨーロッパ全土に大

流行し、当時のヨーロッパ人口の

３割（地域によっては５割）が命

を落としたと言われています。ア

ントニウス修道院の付属施療院か

らもいくつものご遺体が運び出さ

れたことでしょう。ペストの大流

行 と 並 行 し て 、 1 1 6 年 間

（1337-1453 年）も続く戦いが多

くの人々を戦乱に巻き込んでいき

ます。いわゆる「百年戦争」〔英

仏の対立状態〕と呼ばれるこの戦

争は間欠的な戦闘を繰り返し、人

々の生命と平和と生活や財産を奪

ミヒャエル・ヴォルゲムート「死の舞踏」1493年(版画)

い、ヨーロッ

パ（特に北ヨ

ーロッパ）に

回復の希望の

立たないよう

な疲弊状態を

もたらします。

当時の人々

は、人の命がもろく、大風にさら

される木の葉のように、現世でい

かなる身分や権力や成功をおさめ

ていようとも、軍人ならば華々し

い軍役に与えられた勲章があろう

とも、死の前にいかに無力なもの

であるかを、まざまざと見せつけ

られることとなったのです。

この頃の美術に、「死の舞踏」

や「死骸趣味」(マカーブル)と呼

ばれる、死にまつわる図像が広く

普及し始めます。１４－１５世紀

の「死の時代」続く１６世紀はこ

の種の図像の制作がピークに達す

る時期でもあるのです。高い社会

的地位を持つものから、社会の底

辺に至る人々まで、王宮の宴席で

食事をする姿から下々の日常生活

に至るまで、様々な生活局面に生

きている人間のように参加しそこ

にうごめき、時には踊り狂う、骸

骨や死骸やミイラの姿が描かれま

ハンス・ホルバイン「死の舞踏」1538
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した。巨匠ハンス・ホルバインの

木版画の「死の舞踏」は1524年に

下絵が完成した段階で、印刷業者

の間で版権を争うほど人々の人気

が高く、1538年にリヨンの印刷業

者によって４１枚の図版でセット

で発売され好評を博し、その後何

度も版を重ねます。

このような「死骸趣味」は何を

物語っているのでしょうか。人々

はもう死を恐れなくなり、死の不

安から解放された、のではないの

です。ある研究者に言わせると、

そのような「死骸趣味」の根底の

あるのは、まさに死への恐怖や不

安そのものなのです。人々は、死

を対象化し、まるで死を弄ぶかの

ように、死を戯画化し、死を茶化

し、死を飼い慣らしたかのようで

す。しかしそれは単に、死の恐怖

の裏返しにしか過ぎないのです。

疫病、戦争、あるいは飢饉、天災

が生み出す恐怖や不安。むしろ、

いかに人々が「救済」ということ

を渇望していたかを示しているの

です。

このような時代にグリューネヴ

ァルトも一つの死体(死にゆく体)

を描きました。それは踊り狂って

いる死体でも、宴席で食事をして

いる死体でもありません。生きる

べき生涯を終えて、一つの厳粛な

死を迎えようとしている体〔正確

にはまだ死体ではありません〕で

す。「死の舞踏」の中の骸骨やミ

イラが見せる滑稽味とは対照的な

厳粛さが漂います。十字架の死の

厳粛さは、その死体が生きたその

生前を語るための静けさを用意し

ます。洗礼者ヨハネの指はその死

体を指さしています。「ここに救

いがある。」同時にその指は、そ

の死を通してその死が証しする生

(生涯)を指さしているのです。「こ

こに生きられるべき生命がある。」

やがて、１６世紀には、ルターや

カルヴァンなどの改革者が登場

し、真にキリストがその死におい

て指し示している救いを明確にし

ていく時代、宗教改革を推し進め

ていく時代がやってきます。

教会は洗礼者ヨハネと同じ使命

を担います。洗礼者ヨハネと同じ
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く、指としての使命を託されてい

ます。教会は、地上のことだけに

心を奪われた人々に向かって、神

のおられる天を指さします。また

洗礼者ヨハネの指は、死の恐怖に

確かな人生の指針を失って右往左

往する人々に向かって、キリスト

の死を指さします。すべての人の

人生の最後に待つ死がそこにはあ

ると同時に、ヨハネの指さす厳粛

なキリストの死は、神の赦しにつ

ながる道を示し、その向こうにイ

エス・キリストが人々と共に生き

た暖かみのある、かつての生命の

日々を指します。そして同時に、

その生と死をかけた生涯を超えて

輝く復活の生命を指さしているの

です。

神がこの世界とわたしたち人間

を創られました。わたしたちの生

命の始まりは、神の御手の中にあ

ります。キリストを信じて神に立

ち返るとき人は「新しく生まれる」

と言います。わたしたちの魂の新

しい始まりも御手の中にあるので

す。わたしたちが神と会いたくな

い場所、精神の屍が横たわるその

場所で、魂の荒野で、神にお眼に

かかるのです。そこから始まるの

です。しかも何度でも。始まりは

常に神の御手の中に備えられてい

るのです。

ヨハネは荒野で悔い改めのメッセ

ージを語りました。それは、人々に

は厳しいメッセージに聞こえたかも

しれません。しかしその悔い改めの

荒野は、天使の軍勢が現れて、イエ

ス・キリストの誕生をほめ歌う大合

唱のステージに変わるのです。新し

い１週間のはじまりを主に委ねて祈

りましょう。

2019.11.24 日本基督教団千歳丘教会礼拝
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1:1 神の子イエス・キリストの福

音の初め。

1:2 預言者イザヤの書にこう書い

てある。「見よ、わたしはあなた

より先に使者を遣わし、／あなた

の道を準備させよう。

1:3 荒れ野で叫ぶ者の声がする。

『主の道を整え、／その道筋をま

っすぐにせよ。』」そのとおり、

1:4 洗礼者ヨハネが荒れ野に現れ

て、罪の赦しを得させるために悔

い改めの洗礼を宣べ伝えた。

1:5 ユダヤの全地方とエルサレム

の住民は皆、ヨハネのもとに来て、

罪を告白し、ヨルダン川で彼から

洗礼を受けた。

1:6 ヨハネはらくだの毛衣を着、

腰に革の帯を締め、いなごと野蜜

を食べていた。

1:7 彼はこう宣べ伝えた。「わた

しよりも優れた方が、後から来ら

れる。わたしは、かがんでその方

の履物のひもを解く値打ちもな

い。

1:8 わたしは水であなたたちに洗

礼を授けたが、その方は聖霊で洗

礼をお授けになる。」

1:1 !Arch; tou' eujaggelivou !Ihsou'

Cristou' (uiJou' qeou').

1:2 Kaqw;" gevgraptai ejn tw'/ !Hsai?a/

tw'/ profhvth/, !Idou; ajpostevllw to;n

a[ggelovn mou pro; proswvpou sou, o}"

kataskeuavsei th;n oJdovn sou:

1:3 fwnh; bow'nto" ejn th'/ ejrhvmw/:

@Etoimavsate th;n oJdo;n kurivou, eujqeiva"

poiei'te ta;" trivbou" aujtou',

1:4 ejgevneto !Iwavnnh" (oJ) baptivzwn ejn

th'/ ejrhvmw/ kai; khruvsswn bavptisma

metanoiva" eij" a[fesin aJmartiw'n. 1:5

kai; ejxeporeuveto pro;" aujto;n pa'sa hJ

!Ioudaiva cwvra kai; oiJ @Ierosolumi'tai

pavnte", kai; ejbaptivzonto uJp! aujtou'

e j n t w ' / ! I o r d a v n h / p o t a m w ' /

e jxomologouvmenoi ta;" aJmarti va"

aujtw'n. 1:6 kai; h \n oJ !Iwavnnh"

ejndedumevno" trivca" kamhvlou kai;

zwvnhn dermativnhn peri; th;n ojsfu;n

aujtou', kai; ejsqivwn ajkrivda" kai; mevli a

[grion. 1:7 kai; ejkhvrussen levgwn,

#Ercetai oJ ijscurovterov" mou ojpivsw

mou, ou| oujk eijmi; iJkano;" kuvya" lu'sai

to;n iJmavnta tw'n uJpodhmavtwn aujtou'.

1:8 ejgw; ejbavptisa uJma'" u{dati, aujto;"

de; baptivsei uJma'" ejn pneuvmati aJgivw/.


